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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成24年12月20日(2012.12.20)

【公開番号】特開2012-206006(P2012-206006A)
【公開日】平成24年10月25日(2012.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2012-044
【出願番号】特願2011-72748(P2011-72748)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  39/20     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  46/00     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  38/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/022    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  39/20    　　　Ｄ
   Ｂ０１Ｄ  39/20    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｄ  46/00    ３０２　
   Ｃ０４Ｂ  38/00    ３０３Ｚ
   Ｆ０１Ｎ   3/02    ３０１Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月2日(2012.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　端面研磨による平滑化処理が施される目封止ハニカム構造体１は、円板状のチャック部
４３と、チャック部４３の一方の面の中心に垂直に取り付けられた回転軸４５とからなる
一対（二個一組）のチャック具４１により、各端面の中央部が軸方向の両側からチャック
されている。回転軸４５は図示しない駆動機構により回転され、それにより目封止ハニカ
ム構造体１に回転が付与される。また、チャック具４１は、目封止ハニカム構造体１をチ
ャックした状態で、目封止ハニカム構造体１を径方向に移動可能に構成されている。
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